
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

マツ属の系統類縁関係に関する血清学的研究

斎藤, 明

https://doi.org/10.15017/14781

出版情報：九州大学農学部演習林報告. 42, pp.235-340, 1968-01-31. 九州大学農学部附属演習林
バージョン：
権利関係：



W.DALLIMoRE,A.B.JAcKsoNら によるSoftPineとHardPineの 分類 とよく一致

をみているようである。 これは第5表 においてあきらかに示されている。

これ らのことから,血 清学的類縁関係はその材質 と高い相関があること,さらに総じて,

2針 葉類,3針 葉類,5針 葉類 といつた針葉の数による類別は,血 清学的にもその特異性

を有 していることがわかった。 ただし,例 外 としてP.Bαnksianaは2針 葉であ りなが

ら,3針 葉類に非常に近縁であるとい う結果を得ている。

さらに血清学的類縁関係は,球 果並びにタネの形状とよく一致をみているようである。

また,冬 芽の性質,針 葉長,樹 脂道の位置とも高い相関がある。

b.接 木親和性 との相関の有無について,

貴田(1960)は,台 木 と穂木 との接木親和性は,そ の植物分類学の示す類縁関係 と必ず

しも一致をみない例もあることを報告しているが,総 じて2針 葉類相互の接木親和力は大

きく,次 いで2針 葉と5針 葉が大で,2針 葉 と3針 葉は非常に劣るようである。 したがっ

て第1表 から,こ れら接木親和性 と血清学的類縁性 とを対比 させるとき,そ こにおよその

相関がみとめられるようである。2針 葉類,3針 葉類,5針 葉類 といったグループ間の接

木親和性 との相関はあまりあきらかではないが,各 グループ内においては,グ ループを異

にする場合よりも相関が高いということはあきらかである。

c.受 精の難易との相関性について

針葉数を異にすると,血 清学的にも類縁の程度が遠 くなることがわかったので,お そら

くは,受 精の難易とは相関はある程度み とめられるものと思われる。

3.総 合 的 考 察

本実験においては,種 間雑種 と種問差異を検討 してみたわけであるが,ま ず種間雑種に

おいては,そ のF1は,種 子蛋白質の血清学的種属特異性によって,そ の親木から区別す

ることができるようである。 これは0.MoRITz(1957),浦 野,荒 井(1956)お よび福島,

松井,江 口(1962)ら の結果 と共通するものであるといえる。

種間差異については,そ の形態学的差異 とすこぶる密接な関係にあること,ま た,接 木

親和性 との相関もある程度みとめられるようであることなどがわかった。

第4部 邦産2葉 松 の種 間差 異 に関す る研 究

1.育 林 学 的 意 義

日本の各地に散在する有名松類の種子蛋白質の種属特異性によって,そ れらマツ類の類

縁関係をあきらかにする前に,ア カマツ,ア イアカマツ,ア イマツ,ア イグロマツ,ク ロ

マッといった一連のマツ類について,個 樹ごとにその親木の外部形態並びに内部形態によ

るこれらの判別が,蛋 白質の種属特異性による血清学的類縁関係 とどういうふうに相関関

係が見いだされるものかをあきらかにする必要がある。マツは他花受精であ り,ま た1個

樹からは多量に採種できないために,お のずとそ こに正確を期 しがたいのであるが,お よ

その見当をつけることはできるものと考えられる。

アカマツ,ア イマツ,ク ロマツには,そ れぞれさまぎまな特性が見いだされる。その特

性,特 徴は遣伝子に由来するものと,環 境に由来するものとがあると考えられるが,あ き

らかではない。いろいろと複雑な様相を呈 しているわけである。



遺伝形質の発現に対する環境の影響 とい う問題は,環 境諸条件の相違によっても変化が

みられるわけで,そ の遺伝現象の把握はなかなかむずかしい。環境条件 としては温度,湿

度,光 線,気 流,気 圧,海 抜高,雨 量その他さまざまなものが考えられ,し かもそれらの

要素はきわめてダイナ ミックな変化を続けるとい うことで,複雑 きわまりないものがある。

環境の相違や変化とい うことが,ど のような仕組みによって遺伝形質の発現を変えてゆ

くのか。直接,染 色体中の遺伝子の作用に影響を与えるのか,あ るいは細胞質の性質を変

えるとい うことを通 して遺伝子の働きに間接的に影響するのか。それとも単に細胞質的な

条件を変えることによってひきおこすのか。その解明はなかなかむずか しいものがある。

植物は,な んらかの様式で環境条件と矛盾 しないような体制,機能および習性を有する。

このような状態を環境に対する適応 というが,植 物が特定の環境に適応する能力は遺伝す

るものと考えられている8)14)。

林木において,そ の生育環境 とことなった環境に生育するようになると,も との成育地

では不利だった性質がかえって有利にはたらきだした り,ま たその逆の現象 もよくみられ

るところである。

環境 として種々あるなかで,こ とに海抜高または緯度の高低をとりあげ,各 種蛋白質成

分 との関係をみ,林 木の環境による影響がなにに由来するものであるのかをあきらかにす

ることは,林 木育種学的に実に重要である。

さらに,生 殖器官の方が,栄 養器官 よりは遺伝的素質によることが多い とされているこ

とから,実 験材料 としては種子がす ぐれているものと考えられる。

2.ア カマツ,ア イマツ,ク ロマツについて

(1)材 料 と形態的特徴

マツの外部形態による類別は,佐 藤(1961)に よる分類法139)に よった。すなわち樹皮,

冬芽,針 葉,下 表皮,主 樹脂道,副 樹脂道 の6項 目について次のように採点する。

1.外 部分類(20本 の平均)

樹皮,冬 芽,針 葉の3項 目について

完全にクロマツの特徴のもの4点

ややクロマツの傾向を有するもの3〃

アカマツ,ク ロマツの中間のもの2〃

ややアカマツの傾向を示すもの1〃

完全にアカマツの特徴のもの0〃

II.解 剖学的特性の分類(10対 の和)

下表皮について

2(2～3)層1～2層1～2層1～2層1層
2層 が多い1層 が多い

(角3層)(角2層)(角2層)(角2層)(角2層)

主樹脂道について

中位(1型)主 樹脂道数の全主樹脂道数に対する割合(%)



副樹脂道について

中位(1型)副 樹脂道数の全副樹脂道数に対する割合(%)

以上6項 目の採点総和が

と判 定 す る 。

供 試 マ ツ 種 子 は,1963年 の 秋 に,島 原 半 島(長 崎 県)一 帯 で 採 集 し た 。 そ れ ら の 母 樹 ご

と に,形 態 学 的 な 判 定 を お こ な っ て み た と こ ろ,第9表 の よ う に な っ た 。 す な わ ち,こ の

う ち ア カ マ ツは,番 号1,2,3,4,7,10,12,ア イ ア カ マ ツ は5,8,11,13,14,ア

イ マ ツ は9,ア イ グ ロ マ ツ は6,ク ロ マ ツ は15,16,17,18,19,20で あ る 。

第9患.外 舗 形 熊 に お け る 狛711

Table 9. Classified list in external form



この よ うに,ア カ マ ツか ら ク ロ マ ツ まで それ ぞれ の種 子 を採 集 で きた の で あ る が,個 樹

ご とに 採 集 した の で,そ の量 に制 限 が あ り,こ れ らの うち量 的 に 供 試 可 能 で あ った のは,

わ ず か に ア カ マ ツ に相 当す る4番,ア イア カ マ ツ に相 当 す る5番,ク ロマ ツに 相 当 す る19

番 の3本 で あ った 。4番 の ア カ マ ツ と5番 の ア イア カ マ ツ は 同一 林 分 に生 育 して い た もの

で あ り,そ の林 相 は 第21図 に 示 して あ る とお りの もの で あ った 。19番 の ク ロ マ ツ の樹 相 は

第21図.母 樹No.4とNo.5の 外 観 第22図.母 樹No.19の 外 観

Fig.21Appearanceofseed.tree,Fig.22Appearanceofseed-tree,

No.4andNo.5No.19,P.Thunbergii

第23図.母 樹No.9の 外 観

Fig. 23 Appearance of seed-tree, No. 9, P. densiThunbergii

第22図 に 示 す よ うな もの で あ った 。 な お,9番 の ア イマ ツ は,そ の生 育 す こぶ る優 良 で あ

って,第23図 に示 す よ うに りっ ぱ な樹 形 を な す もの で あ った 。 お そ ら くは 近 隣 に ク ロマ ツ

とア カマ ツ の存 在 が あ る こ とか ら,雑 種 第1代 で は な い か と思 わ れ る。結 実 量 が 少 な く供

試 で きな か っ た。



(2)血 清 学 的実 験

抗 原 液 の作 成 は,前 述 の実 験 に お け る もの と同 じ操 作 に よ っ て お こな われ た 。 抗 血 清 は 。.

こ こで あ ら た に作 る こと な く,前 実 験 に お い て得 た茂 道 松 と侍 浜 松 の両 抗 血 清 を使 用 したσ.

マ ツ種 子 の場 合,抗 血 清 作成 に際 して は 少 な くと も5009は 必 要 で あ るが,上 記 母 樹 が

らは,そ れ が 壮 齢 樹 で あ っ て も,1本 う・らは これ だ け の種 子 量 を あ つ め る こ とが で き ない

の で,本 実 験 では ク ロ マ ツ と して の茂 道 松,ア イア カマ ツ と され る侍 浜 松 の2種 類 の抗 血

清 に対 す る各 種 抗 原 抗 体 反 応 を お こな った 。

各 種 抗 原 抗 体 反 応 の パ ター ンは,第24,25,26,27図 に 示 して あ る。

1.母 樹No.19の 抗 原 2.母 樹No.5の 抗 原 3.母 樹No.4の 抗 原

seed-tree No. 19 antigen seed-tree No. 5 antigen seed-tree No. 4  antigen_

第24図.異 種 抗 原 間 の 反 応 図

各 プ レー トは,左 上 の ク ボ ミに 茂道 松 の抗 原,右 上 の ク ボ ミに さ ま ざ まな抗 原 を,そ して,

下 の2個 の クボ ミに は茂 道 松 の 抗血 清 を入 れ て ある。

Fig. 24 Reaction patterns between two different  antigens: Plates charged with 

Modomatsu antigen to the left side upper basin, various antigens to the right 

side upper basin, anti-" Modomatsu " serum to the lower two basins.

第25図.5種 の異 な る抗 原 間 の反 応 図

中央 の ク ボ ミに 茂 道松 の抗 血 清,左 下 の クボ ミに茂 道 松 の抗 原 を入 れ,こ の茂道 松 の抗 原 か

ら右 まわ りの順 に,No.ユ9,No。5,No.4,そ して滑 松 の抗 原 を入 れ た 場 合 の反 応 図

Fig. 25 Reaction pattern among five different antigens : Plate charged with 

 anti"Modomatsu  " serum to the center basin, Modomatsu antigen to the left side 

lower basin, and the seed-tree No. 19, No. 5, No. 4 and Nameramatsu antigens 

revolving from the Modomatsu antigen to the right side.



1.母 樹No.4の 抗 原 2.母 樹No.5の 抗 原 3.母 樹No.19の 抗 原

seed-tree No. 4 antigenseed-tree No. 5 antigen seed-tree No. 19 antigen

第26図.異 種 抗 原 間 の 反 応 図

各 プ レー トは左 上 の クボ ミに侍 浜 松 の抗 原,右 上 の クボ ミに さ ま ざ まな抗 原 を,下 の2個 の

ク ボ ミに は,侍 浜 松 の 抗 血 清 を入 れ て あ る。

Fig. 26 Reaction patterns between two different  antigens  : Plates charged with 

Samuraihamamatsu antigen to the left side upper basin, various antigens to the 

right side upper basin, anti-" Samuraihamamatsu " serum to the lower two basins.

第27図.5種 の異 な る抗 原 閲 の 反応 図

中央 の ク ボ ミに侍 浜 松 の抗 血 清,左 下 の ク ボ ミに侍 浜松 の抗 原 を入 れ,こ の侍 浜 松 の抗 原 か

ら右 まわ りに順 にNo。4,No.5,No.19,そ し て茂道 松 の抗 原 を入 れ た場 合 の 反 応 図

Fig. 27 Reaction pattern among  five different antigens : Plate charged with 

Samuraihamamatsu anti-serum to the center basin, Samuraihamamatsu antigen to 

the left side lower basin, and the seed-tree No. 4, No. 5, No. 19 and Modomatsu 

antigens revolving from the Samuraihamamatsu antigen to the right side.

第24図 と第26図 は,す べ て上 の2つ の クボ ミが抗 原 で あ り,下 の2つ の クボ ミは抗 血

清 を入 れ た もの で あ る。下 の ク ボ ミの抗 血 清 の種 類 は2つ と も同 じ で あ って,上 の抗 原 の

左 の もの に対 す る抗 血 清 で あ る。第24図 の1～3図 は,茂 道 松 の抗 血 清 に対 す る反 応 の パ

ター ンで あ り,第26図 の1～3図 は,侍 浜松 の抗 血 清 に 対 す る も の で あ る。 第25図 は,中

央 の ク ボ ミに茂 道 松 の抗 血 清 を 入 れ,周 囲 に 各 種 抗 原 液 を入 れ た 場 合 の もの で あ り,第27

図 は,中 央 に侍 浜 松 の 抗 血 清 を入 れ,周 囲 に各 種 抗 原 液 を入 れ た場 合 の反 応 図 で あ る。

まず,第24図 の1図 は,茂 道 松 と ク ロ マ ツNo.19の 比 較 を した パ ター ンで あ るが.あ

き らか に 一一部 のmajorlineを 共 有 し,わ ず かに 共 有 のみ とめ られ ない も のが あ り,ま た

量 的 に差 異 のみ とめ られ る1ineが あ る 。 理 論 的 に は お 互 い に ク ロ マ ツ相 互 の パ ター ンで

あ る か ら,相 同反 応 を示 す はず で あ るが,実 際 に は この よ うに な った 。第24図 の2図 は,



ア イ ア カ マ ツNo.5に 対 す るパ ター ンで あ るが,1図 とほぼ 近 似 のlineを 描 い て い るが,

わ ず か に1本 のmajorlineに 相 当 す る もの に お い て,そ の 共 有 してい ない 様 子 が,1図

のそ れ と比 べ て強 く現 わ れ てい る。3図 は,ア カ マ ツNo.4に 対 す る パ タ ー ンで あ る が,

majorIineの うち2本 の質 的 差 異 を きた す に 至 っ て い る。 この こ とは,第25図 に お い て,

よ り一層 明 瞭 と な って い る。

以 上 の結 果 か ら,FREUNDの ア ジ ュバ ン トに よ る抗 体 産 生 方 式 に よ る本 実 験 に お い て は,

majorline多 数 あ る な か で,こ の うち2本 のlineの 共 有 をみ とめ ない と きに は類 縁 関 係

が 遠 く,「 種 」を 異 に す る場 合 で あ る と し,1本 のlineの 共 有 のみ られ な か った もの に 対

して は,そ の類 縁 関係 は 割合 に近 い 場 合 で,「 種 」 内分 化 の段 階 で あ る と定 義 す る 。

第26図 の1図 は,侍 浜 松 抗 血 清 に 対 す るアカマツNo.4の パ ター ンで あ り,2図 は ア

ィア カ マツNo.5の パ ター ンで あ る が,両 者 と もに似 た パ ター ンを 示 し,majorlineを

共 有 し,し か も相 同反 応 に相 当 す るはず で あ るが,minorlineに お い て量 的 な 差 異 が み

とめ られ て い る。3図 は,majorline,minorlineと もに 共 有 し て お り,ま た 質 的 量 的

差 異 は ま った くみ とめ られ て い な い 。 理 論 上 か らは,1,2図 に お い て 相 同 反 応 に近 い パ

ター ンが現 わ れ,3図 に お い て はmajorlineを 欠 くも のが 出 て くる はず で あ るが,そ れ

が む し ろ逆 の 様 子 を 呈 して い る。 これ は,第27図 か ら もは っ き り とわ か る。

(3)考 察

a.茂 道 松 に対 す る パ ター ンにつ い て

第24図 か ら もわ か る よ うに,形 態 学 的 な類 別 と血 清 学 的 な類 縁 関 係 との 問 に は,き わ め

て高 い 相 関 の あ る こ とが わ か った 。 この こ とは,前 述 した予 備 実 験 に お い て も,高 い相 関

の み られ て い る こと と一 致 を み て い る。 ク ロマ ツ に対 して,ア イア カ マ ツは1本 のspur

を 生 じ,ア カ マ ツに 対 しては2本 のspurを 生 じ る よ うで あ る。 す なわ ち 「種 」 を異 に す

る ときに は2本 のspurを 生 じ る。 した が っ て,ク ロマ ツ の代 表 と して の茂 道 松 に 対 し て,

各 種 の マ ツ を比 較 す るな らば,こ れ らマ ツ類 の種 属 特 異 性 に よ る血 清 学 的類 縁 関係 を 知 る

こ とが で き,し か も形 態 学 的 判 別 と相 関 が み と め られ る。

b.侍 浜 松 抗 血 清 に対 す る パ ター ンに つ い て

これ は,第27図 に お い て,ク ロマ ツ のNo.19に 対 して理 論 とは逆 に もっ と も沈 降 線 の

数 が 多 く,No.5,No.4と な るに つ れ て少 な くな っ てい て,こ とにNo.19の と ころ で,

矢 印A,Bの 沈 降 線 が 強 く現 わ れ て い る こ とに よ っ て,侍 浜 松 の抗 血 清 に 対 して各 種 抗 原

とを反 応 させ た場 合 に は,マ ツ 類 一 般 の血 清 学 的 類 縁 関係 を これ に よ って 追 究 す る こ とは

で きな い よ うで あ る 。む しろ,逆 の相 関 を呈 して い るか らで あ る。

この こ とは,次 の よ うに解 釈 で きそ うで あ る。 す な わ ち抗 体 の 産 生 が ア ジ ュバ ン ト法 に

よ った 関 係 で抗 体 価 が い ち じ る し くあが った こ とに帰 因す る もの と考 え られ る。

3.種 と環 境 の 差 につ い て

(1)材 料 と形 態 的特 性

ミヤ マ ア カ マ ツ と称 す る もの は,村 井(1965),佐 々 木,村 井,高 橋(1965)等 に ょ っ

て報 告93)94)134)さ れ て い る もの で あ っ て,そ の生 育 地 は十 和 田 湖 畔 中 山半 島,青 森 県 む

つ 川 内 営 林 署 恐 山参 道,す なわ ち北 上 山系 の早 坂 峠 に お け る800～900mの 地 帯 か ら十 和

田 湖 畔 の400mを 経 て下 北 半 島 の0～100m地 帯 に生 育 す る もの で あ る。



この マ ツ は,平 地 の ア カ マ ツ と比 べ て,球 果 の 大 き さ,膀 部 の形,タ ネ の ハ ネ の 色 な ど

が こ とな って お り,北 日本 の ア カマ ツ と西 南 日本 の ア カ マ ツ と も若 干 ことな る形 質 の あ る

こ とを村 井 らは み とめ て い る 。 こ こで言 う北 日本 の ア カマ ツ とは,侍 浜 松,御 堂 松,東 山

松 等 の有 名松 の こ とで あ る。 こ とに晩 秋 の初 生 葉 の着 色 程 度 に お い て こ とな る こ とを報 告

して い る。

要 す る に,村 井 は高 緯 度 の地 帯 で は,比 較 的海 抜 高 の 低 い所 に 見 い だ され るが,低 緯 度

で は高 海 抜 の個 所 に見 い だ され る一 連 の ア カマ ツ を ミヤ マ ア カ マ ツ と称 し,他 の 有 名 松 類

と比 べ て,高 緯 度,高 海 抜 の個 所 に 見 い だ され る もの を い うよ うで あ る。

青 森 県 下 北 郡 む つ市 字 矢 立 山,む つ 川 内 営 林 署 管 内 矢 立 山国 有 林,35か 林 分(海 抜 高

180m)よ り,ミ ヤ マ ア カ マ ツ と称 す る もの の うち

む つ30号 樹 高17m胸 高 直 径56cm

〃28号 〃15m〃48〃

〃22号 〃17m〃46〃

〃21号 〃19m〃52〃

の4本 の母 樹 よ り,1965年10月 に採 種 した もの と,他 は 比 較 のた め に茂 道 松 と侍 浜 松 を用

意 した 。

佐 藤 らに よ る針 葉 そ の他 の形 態 的判 定 に よ る と採 点 結 果 は,む つ30号(1点),む っ21

号(2点),む つ28号(2点),む つ22号(2点),侍 浜 松(5点),茂 道 松(23点)と

な り,ミ ヤ マ ア カ マ ツ は4個 体 と も,ア カ マ ツ とい う こ とで,4個 体 の種 子 を ひ っ くる め

て供 試 した 。

(2)血 清 学 的 実 験

抗 原 液 の作 成 は,前 述 の操 作 に よ り作 成 され,抗 血 清 はす で に 前 実 験 で え られ た茂 道 松

と侍 浜 松 の両 抗 血 清 を用 い た 。材 料 の 関係 か ら,ミ ヤ マ ア カマ ツの 抗 血 清 を産 生 す る こ と

が で きな か った 。

寒 天 ゲ ル 内拡 散 に よ る抗 原 抗 体 反応 の パ ター ンは,第28図 に示 した とお りで あ る。 す べ

第28図.異 種 抗 原 閥 の 反 応 図

第1プ レー トは,左 上 の クボ ミに茂 道 松 の抗 原,右 上 の クボ ミに ミヤ マ ア カ マ ツ の抗 原,下

の2個 の ク ボ ミに茂道 松 の 抗血 清 を入 れ た場 合 で,第2プ レーFは,左 上 の ク ボ ミに侍 浜松

の抗 原,右 上 の ク ボ ミに ミヤ マ ア カ マ ツの抗 原,下 の2個 の クボ ミに侍 浜 松 の抗 血 清 を 入れ

た 場 合 の反 応 図

Fig. 28 Reaction patterns between two different  antigens  : Plate 1 charged with 

Modomatsu antigen to the left side upper basin, Miyamaakamatsu antigen to the 

right side upper basin, anti-" Modomatsu " serum to the lower two basins ; 

Plate 2 charged with Samuraihamamatsu antigen to the left side upper basin, 

Miyamaakamatsu antigen to the right side upper basin, anti-" Samuraihamamat

su " serum to the lower two basins.



て抗 原 液 は,さ きの 実 験 と同様,各 ク ボ ミに 蛋 白量15mg/mlの 蛋 白液0.2mlを 入 れ,

抗 血 清 は そ れ ぞ れ0.2mlの 原 液 を そ の ま ま入 れ て あ る。1図 は,茂 道 松 と ミヤ マ ア カマ

ツ との比 較 を した パ ター ンで あ る が,majorlineを 共 有 す る が,な か には 多 少 の量 的 な

差 異 が み とめ られ,minorlineに あ っ ては 量 的 質 的 差 異 が み とめ られ る。2図 は,侍 浜

松 と ミヤ マ ア カマ ツ との比 較 で あ るが,majorline,minorlineと もに,比 較 的 相 同 の

形 を と って い る が,一 部 共 有 の み られ な い もの もあ る。 これ らの パ ター ン を次 ぎ の実 験 に

お け る邦 産2葉 松 類 の 類縁 関 係 に 関 す る研 究 の 項 で の 各 種 寒 天 ゲル 内抗 原 抗 体 反 応 の パ タ

ー ン と比 較 して み る と,比 較 的 に 日向 松,東 山松 と近 似 の パ ター ンを と っ て い る とい え る

よ うで あ る。

(3)考 察

以 上 の 結果 か らは,環 境 差 ことに 海 抜 高 と緯 度 に よ る生 育 地 の差 に よ る蛋 白質 の 質 的 量

的 差 異 に つ い て は,結 論 を 出 しか ね る よ うで あ る。 す な わ ち材 料 の 点 で,生 育 地 の環 境 の

問題 な ど も不 完 全 な デ ー タ しか な く,ま た 材 料 と した 種 子 の 量 が 少 なか っ た こ とで ミヤ マ

ア カ マツ の抗 血 清 を 得 る こ とが で ぎな い で,ミ ヤ マア カ マ ツ を基 準 と して の各 種 日本 産 マ

ツ 類 との 類縁 関 係 を み る こ とが で きな か った こと で あ る。

しか しな が ら,ミ ヤ マ ア カマ ツ と茂 道 松,侍 浜 松 との比 較 を した 寒 天 ゲ ル 内抗 原 抗 体 反

応 の パ ター ンに よ っ て,少 な くと も ミヤ マ ア カ マ ツ の蛋 白質 の レベ ル に お い て は,そ れ ほ

ど特 異 的 な存 在 の もの で は な い とい う こ とが言 え そ うで あ る 。 す な わ ち 日向 松 とか東 山 松

な どに近 い様 相 を呈 して い る の で,こ れ ら低 緯 度,低 海 抜 高 地 帯 の マ ツ類 とは大 差 が な い

とい え る よ うで あ る 。 この こ とか ら純 粋 ア カマ ツ とは 区 別 さ るべ き こ とは た しか で あ る。

4.総 合 的 考 察

ア カ マ ツ,ア イマ ツ,ク ロマ ツ とい った一 連 の マ ツ類 の形 態 的 類 別 は,蛋 白質 の種 属 特

異 性 に よ る血 清 学 的類 縁 関 係 と高 い 相 関 が あ る こ とが わ か った 。 これ は,前 実 験 に お け る

種 間差 異 に 関 す る研 究 に お け る結 果 と一致 す る もの で あ る 。 た だ し,抗 血 清 に ク ロマ ツ と

して の茂 道 松 を 使用 した場 合 に顕 著 で あ った 。

一 方 ,環 境 の差 に よ る蛋 白質 の質 的量 的差 異 に つ い て は,は っ き りとは こ の手 法 に よ っ

て結 論 を 出 しか ね る よ うで あ る 。 た だ,蛋 白質 の レベ ル に お い て は,そ れ ほ ど特 異 的 な存

在 の もの で は な い とい う ことだ け は い えそ うで あ る。 材 料 と した ミヤ マ ア カ マツ は,た し

か に形 態 的 に は非 常 に他 と比 べ て特 異 な存 在 で あ りな が ら,蛋 白質 的 に は 何 らそ の特 異 性

が み とめ られ ず,日 向 松 とか 東 山松 な ど の低 山地 帯 の マ ツ類 と近 似 の もの で あ る。 この よ

うに蛋 白質 の環 境 に よ る差 異 が い ち じ る し くな い とい う こ とは,他 方 に お い て は,マ ツ類

の類 縁 関 係 の究 明 に 際 して は好 都 合 で あ る とい え よ う。 た だ し,ミ ヤ マ ア カ マ ツは,日 向

松,東 山松 な ど と類 似 の もの で あ る こ とか ら,血 清 学 的 に 純 粋 の ア カ マ ツ とは 区 別 さ るべ

き もの で あ る。

第5部 邦 産2葉 松 の 品 種 間 差 異 に 関 す る 研 究

1.育 林 学 的 意 義

生 物 の形 質 は,外 観 は 同 じで も,そ の 遺 伝 子 の型 に は そ れ ぞ れ ちが いが あ る。 林 木 に お

い て は,あ る特 定 の形 質 以 外 は遺 伝 子 型 を し らべ る ことは 非 常 にむ ず か しい。 な ぜ な ら,


